
イスラームにおける性的平等の概念（パート2／2）：男女の実質的平等
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説明: 
クルアーンにおいて言及されている、男女の精神的平等。そして人生の他の側面における、異性間の相違の
概観。 
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イスラームは、男女間に存在するいくつかの身体的相違とは別に、彼らが神の御前において精
神的に完全なる平等を享受すると認識しています。クルアーン（コーラン）とスンナ（預言者ム
ハンマドの言行集）は、来世における報奨や懲罰において、人の性は全く問われないことを明白
に言明しています。
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こうしてイスラームは、男女が神の御前で平等な地位と価値を有すること、そして敬神の念
こそが個人間に区別をつけるものであることを明瞭に宣言しているのです。

法的かつ実際的な側面において、一般的規則は男女の別なく同様に適用されます。また崇拝行為や、イスラー
ム的作法・行儀に関しても、男女の違いはありませんし、法的な刑罰に関しても同種のものが科せら
れます。しかし男女によって法規定が異なるケースも、数多く存在します。例えば女性は月経
期間中、斎戒（断食）と礼拝の義務を免除されます。また女性は自分自身を美しく装うことがそ
の天性として備わっていることから、金や絹を身にまとうことを許されますが、男性にはそ
うすることが禁じられています。また金曜日の集団礼拝は男性には義務づけられていますが、
女性に関しては任意の行為です。また男性は自らが扶養する家族にお金を費やさなければなり
ませんが、女性のお金は完全に彼女らの所有物であり、それを好きなように用いるこ
とが出来ます。また男性と女性の身体的様相が異なることから、衣類に関する条件も異なります
。そしてこれら全ては、男性と女性の自然な相違を反映したものです。イスラームが最も
些細な法学的問題においてでさえも、男女をそれぞれ固有の違いに応じて、そして実質的な平等に従っ
て正義ゆえに扱うのは、こういうわけなのです。

結論として、イスラームは男性と女性の絶対的な精神的平等を主張し、神の御前において彼らに平
等な地位を与えます。そして法学的問題においては、イスラームは男性と女性の実質的な平等を
促進し、また各々に備わった独特の強さと能力を認め、両者の権利を保護しつつ適切な規定を与えている
のです。
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